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霞ヶ浦湖心観測所での長期フラックス観測の可能性：観測から得られた知見と課題
Long-term flux observation at Koshin Observatory of Lake Kasumigaura?
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霞ヶ浦（西浦）のほぼ中央部に位置する湖心観測所（国土交通省霞ヶ浦河川事務所）において，2007年 6月より水蒸
気，温度，風速，二酸化炭素の 10Hzデータ，関連する気象，水文要素の平均量計測を継続して行っており，これらに渦
相関法を適用することで蒸発量等のフラックス推定値が得られている．今回の発表では，渦相関法からの地点でのフラッ
クス推定値と霞ヶ浦全体との関係，バルク係数と風速，湖流，安定度との関係，霞ヶ浦の水収支等に焦点を当てつつ，課
題を整理して今後の研究の方向性を探るものとする．
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